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(57)【要約】
【課題】交通信号をモニターして信号の状況を運転者に
警報する。直ぐ前方の車両のテールライトの色をモニタ
ーして運転者に警報する。モニターされた情報を車両上
で記録したり、モニターされた情報をワイヤレスで伝達
したりするような処理装置とディスプレイ装置を提供す
る。
【解決手段】赤・黄・緑の交通信号を検出するための色
検出手段と、可視ディスプレイ手段とオーディオスピー
カーとを包含する複数の警告デバイスと、交通信号の色
を各電子周波数へと変換するための色－周波数変換手段
と、色検出手段により検出された色に依存して、その周
波数から警告デバイスを活性化し車両の運転者に非安全
交通状態であることの警報を与えるような信号生成手段
とを備える。信号をワイヤレス伝達する手段を含むこと
ができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　交通信号をモニターするための車両安全装置であって、
　ａ）赤・黄・緑の交通信号の色を検出するための色検出手段と、
　ｂ）可視ディスプレイ手段とオーディオスピーカーとを含む複数の警告デバイスと、
　ｃ）前記交通信号の色を各電子周波数へと変換するための色－周波数変換手段と、
　ｄ）前記色検出手段により検出された色に依存して、前記周波数から、車両の運転者に
非安全交通状態であることの警報を与えるように前記警告デバイスを活性化するための信
号を生成するように処理するためのプロセッサ制御手段とを備え、
　ｅ）前記警告デバイスは、前記色検出手段が赤色を検出したときに活性化されるように
なっている車両安全装置。
【請求項２】
　前記色検出手段は、前記交通信号の色を検出するための少なくとも１つのフォトダイオ
ードアレイを包含する請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記色検出手段により緑色が検出されないときは、前記警告デバイスを活性化するよう
に構成されている請求項１又は２記載の装置。
【請求項４】
　さらに、直ぐ前方を走行している車両のテールライトの色をモニターして、前記テール
ライトの色を各電子周波数へと変換し、前記色検出手段により検出された色に依存して、
前記変換後の周波数から、車両の運転者に非安全交通状態であることの警報を与えるよう
な処理を行うための色検出手段を包含する請求項１記載の装置。
【請求項５】
　さらに、処理された情報をアクセス可能に貯蔵するためのデータレコーダと、前記処理
された情報を、車両の外にある受信器で受信できるように伝達するためのワイヤレス手段
とを包含する請求項１又は２記載の装置。
【請求項６】
　さらに、前記車両の内部に配置されて運転者をモニターするためのリアルタイムビデオ
記録デバイスと、前記車両の位置を検知するためのグローバル位置決めデバイスとを包含
する請求項１記載の装置。
【請求項７】
　車両安全機構であって、
　ａ）選択された色を検出するためのフォトダイオードカラースキャナ手段と、
　ｂ）前記色を各電子周波数へと変換するための色－周波数変換器と、
　ｃ）前記各周波数を処理しかつ前記色を指示する信号を生成するためのマイクロコント
ローラと、
　ｄ）前記フォトダイオードカラースキャナ手段により検出された色に依存して、前記車
両の運転者に非安全交通状態であることの警報を与えるための可視ディスプレイ手段とを
備え、
　ｅ）前記フォトダイオードカラースキャナ手段は、連続する交通信号の色と直ぐ前方を
走行している車両のテールライトの色とを検出するようになっている車両安全機構。
【請求項８】
　前記警報を与えるための手段は、前記色検出手段が赤色を検出したときに活性化される
ようになっている請求項７記載の機構。
【請求項９】
　前記色検出手段により緑色が検出されないときは、前記警報を与えるための手段を活性
化するように構成されている請求項７又は８記載の機構。
【請求項１０】
　さらに、前記運転者に非安全交通状態であることの警報を与えるためのオーディオ手段
を包含する請求項７又は８記載の機構。
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【請求項１１】
　さらに、前記色を指示する前記周波数処理された信号を貯蔵するための記録手段と、前
記信号を伝達するためのワイヤレス無線手段とを包含する請求項７記載の機構。
【請求項１２】
　車両に関する交通信号情報をモニターしかつ放送するための乗り物装置であって、
　少なくとも１つのモニターデバイスから交通信号の色をモニターするための手段と、
　前記交通信号の色を各電子周波数へと変換するための手段と、
　前記各電子周波数を、あらかじめ選定された要求に合致するように処理し、かつ変則的
な信号を、前記交通信号色モニター手段により検出された色に依存して、前記車両の運転
者に警戒警報を与えるように構成されかつ配置された少なくとも１つのディスプレイ警告
デバイスへと伝達するためのマイクロプロセッサとを備え、
　前記交通信号色モニター手段が赤色を検出したときに少なくとも１つの警告デバイスが
活性化されるようになっている乗り物装置。
【請求項１３】
　前記交通信号色モニター手段により緑色が検出されないときは、少なくとも１つの警告
デバイスを活性化するように構成されている請求項１２記載の装置。
【請求項１４】
　前記交通信号の色は、交通信号の色と直ぐ前方を走行している車両のテールライトの色
とを包含する請求項１２記載の装置。
【請求項１５】
　さらに、処理された色検出情報を貯蔵するための貯蔵媒体と、前記車両の外にいる観察
者に認識させるために前記情報を伝達するワイヤレス手段とを包含する請求項１４記載の
装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのモニターデバイスは、前記車両の内部に配置されたリアルタイム
ビデオ記録デバイスである請求項１２記載の装置。
【請求項１７】
　さらに、前記車両の位置を検知するためのグローバル位置検出デバイスを包含する請求
項１２記載の装置。
【請求項１８】
　車両のための交通装置であって、
　選択された色を検出するためのスキャナ手段と、
　前記色を各電子周波数へと変換するための手段と、
　前記周波数を処理しかつ前記色を指示する電子信号を生成するための手段と、
　前記電子信号に応答し、前記スキャナ手段により検出された色に依存して、前記車両の
運転者に非安全交通状態であることの警報を与えるための警告デバイス手段とを備え、
　前記スキャナ手段は連続する交通信号の色を検出し、前記警告デバイス手段は前記スキ
ャナ手段が安全通過色を検出しないときに活性化されるようになっている車両交通装置。
【請求項１９】
　前記安全通過色は緑である請求項１８記載の交通装置。
【請求項２０】
　前記スキャナ手段は直ぐ前方を走行している車両のテールライトの色を検出し、前記警
告デバイス手段は前記スキャナ手段が非安全なテールライトの色を検出したときに活性化
されるようになっている請求項１８記載の交通装置。
【請求項２１】
　前記非安全なテールライトの色は赤である請求項２０記載の交通装置。
【請求項２２】
　さらに、処理された色検出情報を貯蔵するための手段と、前記車両の外に前記情報を伝
達するワイヤレス手段とを包含する請求項１８記載の交通装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、交通を制御しかつ交通事故を防止し、特に、光－周波数変換器や、交通信号
をモニター（監視）して停止信号の状態を運転者に警報したり、直ぐ前方に接近している
車両のテールライト（尾灯）をモニターして運転者に非安全な状況であることを警報した
りする電子的処理装置及びディスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの場合において、車両の運転者は充分に安全な運転の習慣（癖）を身に付けていな
い。なぜならば、正しい習慣を無視する傾向があったり、実地での運転条件に対して充分
な注意を払わず、警告を受けたりすることもないからである。このことは特に、運転者が
赤信号を通過してしまったり、運転者が直ぐ前方にいる車が停止しようとしていることに
充分な警報を与えられず、追突してしまうなどの点で問題となる。
【０００３】
　標準的な旅客自動車や貨物自動車は、一般的に、車両の運転状況などの情報を運転者に
ディスプレイ表示するようになっており、これらは通常は運転者の正面のインスツルメン
トパネルに表示される。しかしながら、従来の安全装置は、運転者に対し、交通制御や事
故防止に必須であるはずの外部における運転状況を充分に伝達できていない。従って、各
種の理由により、運転者は重大事故へとつながる恐れのある危険な状況に注意することが
できない。従来技術におけるこのような限界を認識し、本発明は、フォトダイオードによ
る光－周波数センサーユニットを含むセンサーを提供し、これを車両内に配置して、車両
が近づきつつある交通停止灯火（信号機）の交通信号をモニターする。可視ディスプレイ
ユニットが車両内に配置され、交通信号の色の状態が連続してかつ目立つように運転者に
表示され、これにより運転者に危険な、あるいは危険につながるような運転状況であるこ
とを直ちに警報する。また、音による可聴式信号によって、運転者に交通信号の色の状態
を警報するようなことも可能である。
【０００４】
　運転者に対し、好適な可視式及び／又は可聴式の警報を発するのに加えて、もしも実際
の運転状況が車両内でリアルタイムで記録されれば、事故が起きたときの過失を決定する
ための有用な記録が提供されることになる。さらに、実際の運転情報をワイヤレス伝達に
より車両の外部へと伝達できれば、かかる情報は事故防止・過失決定及び全体的な交通制
御における法的規制によって有用なものとなろう。
【０００５】
　同様に、光－周波数センサーが車両内に搭載され、直ぐ前方に接近する車両のテールラ
イトの色をモニターして、運転者に対し、危険な、あるいは危険につながるような運転状
況であることを直ちに警報する。昼間におけるそのようなテールライトのモニターは、直
ぐ前方の車両がきわめて接近したときのテールライトの色によって、警報を発することに
なる。夜間には、運転者は直ぐ前方の車両が危険なほど接近したときに警報を受けること
になる。かくして、運転者と後続の運転者たちは、必要な警報を取ることができるように
、注意が与えられることになる。
【０００６】
　かくして、本発明による進歩は、光－周波数センサーを提供し、交通停止灯火の交通信
号をモニターして停止信号の状況を運転者に警報したり、直ぐ前方の車両のテールライト
の色をモニターしたり、モニターされた情報を車両上で記録したり、モニターされた情報
をワイヤレスで伝達したりするような処理装置とディスプレイ装置を提供することを包含
する。
【０００７】
【特許文献１】後述するように、本発明に関連する技術として、１９９４年８月２３日に
フラチア氏に発行された米国特許第５３４１１４１号には、水平方向と鉛直方向とに走査
する技術が図示されている。
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、交通安全装置であって、交通信号の状態をモニターするための光－周波数変
換器と、危険な、あるいは危険につながるような運転状況が検出されたときに、視覚的及
び／又は聴覚的に運転者に警報信号を発するような手段とを包含する交通安全装置を提供
する。警報信号は一定時間継続した後に常用状態に戻るように設定することができる。同
じレーン内で直ぐ前方に接近する車両のテールライトがモニターされ、昼間は直ぐ前方の
車両がブレーキモードになっているときに後続する運転者に警報を発し、夜間は直ぐ前方
の車両が停止しようとする状態に近づいていることを警報する。
【０００９】
　モニターされた状態は、運転者の車内でリアルタイムに記録することができ、所望によ
り、ワイヤレスで車両の外にいる受信者へと伝達することができる。車両内での記録は、
運転履歴となって、事故の再現に役立つことになる点で重要である。ワイヤレス伝達され
た情報は、法律で規制されるような媒体に記録され、運転違反の証拠となると同時に、交
通安全のための追加の手段と成り得る。
【００１０】
　かくして、本発明の装置は、衝突防止、交通制御、原因追求、管理及び安全のための車
載型の装置を提供し、この装置はさらに、色－周波数のモニター用センサー、スキャナ、
処理装置、ディスプレイ、視覚的及び聴覚的警告デバイス、無線通信機器及び受信機器な
どを包含し、これら全てが相互に作用して集積されたものとなる。
【００１１】
　図面について簡単に説明すると、図１は、本発明に基づく車両内のディスプレイを表し
ており、運転者が見ている交通信号と直ぐ前方の車のテールライトとをモニターするよう
にした斜視図である。
　図２は、本発明によるフォトダイオードアレイセンサー（photodiode array sensor ）
を車内のバックミラーの後部に取り付けた状態を例示する斜視図である。
　図３は、図２に示したフォトダイオードアレイセンサーが交通信号をモニターしかつ同
じレーンで直ぐ前方にある車のテールライトをモニターするための位置決め状態を表す縦
断面図である。
【００１２】
　図４は、本発明により、交通信号と接近する車との位置関係を例示する正面図である。
　図５は、代表的な交通信号の色の変化の順序を表す正面図である。
　図６は、本発明に基づく電子回路を機能的に表現したブロック図である。
　図７は、手動操作式の受信機兼プリンターで情報をワイヤレス受信する部分を含む本発
明の装置の機能を表す概略ブロック図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　これらの図において、図示され開示されている装置は、交通停止灯火（信号機）をモニ
ターしかつ同じレーンの直ぐ前方にいる車のテールライトをモニターする装置であり、こ
の情報は車両の運転者に直ちに視覚的及び／又は聴覚的にリアルタイムで提供される。こ
の情報を記録する車載型の手段と共に、この情報を車両の外にワイヤレス伝達する手段が
設けられる。ワイヤレス受信機は、法的規制に合致するような手動操作の受信機兼プリン
ター、あるいは所望により他の形式の受信機兼プリンターを含むことができる。光－周波
数テクノロジーに関する記事は、２００３年１２月及び２００４年１月に、テキサス州、
プラノ所在の「テキサス・アドバンスド・オプトエレクトロニック・ソリューションズ・
インコーポレーテッド」によって発行された雑誌に、従来技術として記載されている。
【００１４】
　本発明には各種の形状の装置を用いることができるが、ここで図示し記述するものは代
表的なものであり、一般的なセンサー／スキャナモニター装置、データ処理電子装置、デ
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ィスプレイユニット、聴覚式警報手段、データ記録装置、ワイヤレス伝送及び受信装置か
ら成っている。製造時に本発明の特徴点が備えられている新車の場合は、可視式ディスプ
レイは、運転者が道路を真っ直ぐ前方を見ることができるように、安定した好適な可視性
能が発揮できるように位置決めされる。かかる位置は車両のウィンドシールドに隣接する
フレーム内に定めることができる。運転者の視界が充分であれば他の位置にすることも可
能である。電子装置と配線とが協働して隠される新車の場合は、市場に出された後で、デ
ィスプレイ及び協働する配線さらにワイヤレス伝達用電子装置を含めて、運転者に充分な
視界が確保できるような位置に配置し収容することが可能で、その一方で邪魔になること
を最小にしかつ外部景観を最大にできる位置とする。
【００１５】
　図示してはいないが、運転者及びディスプレイの領域をモニターしかつ記録するための
ビデオを含めることができ、このビデオは運転者がうつむいたような危険な状態を検出し
て、運転者が油断していないかどうかを判断したり、必要に応じて運転者に警報を発する
ように活性化させることもできる。
【００１６】
　図１において、本発明を実施するためのベストモードである車両内部に配置された装置
１０が示されており、モニターされた交通停止灯火（信号機）の状態と同じレーンの直ぐ
前方の車のテールライトの状態とが、運転者に提供されるようになっている。内部のディ
スプレイ配置１０には各種のインジケータを設けて、情報が照明印字で表示されるような
特性を有する通常のライト発光式の表示を行わせることができる。例えば、図１及び図２
に示すように、内部ディスプレイ配置１０は、破線で示すような、フォトダイオードアレ
イライトカラーセンサー／スキャナ検出器（photodiode array light color sensor/scan
ner detector）１１を備え、これは交通信号センサー／スキャナ１１ａとテールライトセ
ンサー１１ｂとを有し、これらは運転者の車が接近している交通停止灯火１３と、同じレ
ーンで直ぐ前方を走行している車のテールライト１５の両方を連続してモニターできるよ
うな方法で車内のバックミラー１２上に搭載されている（図４参照）。センサー／スキャ
ナ１１は、方位角（水平方向）と鉛直方向角度に関して走査できるようになっている。１
９９４年８月２３日にフラチア氏に発行された米国特許第５３４１１４１号には水平方向
と鉛直方向とに走査する技術が図示されている。
【００１７】
　図１に示すように、運転者警報ディスプレイユニット１４は、交通停止灯火１３の色の
状態を可視表示するインジケータを含む。すなわち、赤色インジケータ１４ａ、黄色イン
ジケータ１４ｂ、及び同じレーンで直ぐ前方を走行している車のテールライト１５が点灯
状態にあるときに警報信号を表示するための可視インジケータ１４ｃを包含する。聴覚的
スピーカ１４ｄは、インジケータ１４ａ，１４ｂ，１４ｃのいずれかが点灯しているよう
な危険なあるいは危険につながるような状態にあるときはいつでも運転者に警報を発する
ことが選択できるように設けられている。警報信号はより大きなリアクションタイムを提
供できるので、車の運転者の安全性を高めることになる。
【００１８】
　本発明に基づく電子装置１６とデータ記録器１７とが、図１に破線で示されかつ図６に
も示されている。これらの装備はグローブボックスの近くのダッシュボードの下に設置さ
れているが、車内の他の好適と思われる位置に配置することもできる。
【００１９】
　ディスプレイユニット１４は、光を放つことができる材料で作られるインジケータ部分
１４ａ，１４ｂ，１４ｃを含めて、充分堅固で弾力性のある材料による成型部材として形
成される。インジケータ１４ａ，１４ｂ，１４ｃのためのルミネッセンス（冷光）源は、
所望により、文字、数字、言葉あるいは他の証印などの個別的な表示で、その上にメッセ
ージをカスタマイズできるような手段を含むことができる。かくして、各インジケータ１
４ａ，１４ｂ，１４ｃが点灯すると、個別の表示、例えば「ＴＡＩＬ」というメッセージ
をディスプレイ表示できるようになる。各ルミネッセンス源はモニターされるべき特定の
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要求に応じた動作パラメータに接続され、このパラメータがディスプレイ表示されるべき
動作条件に達したときに、ライトアップされることになる。他の条件下ではルミネッセン
ス源は点灯しない。ここまでディスプレイユニット１４を例示してきたが、他の好適な形
状や他の適当な材料を使用することも可能であり、ハウジング及び点灯手段は従来技術に
よる好適なものとすることができる。
【００２０】
　図２及び図３は、本発明によるフォトダイオードセンサーユニット１１が車内のバック
ミラー１２の後部に取り付けられ、バックミラー１２が車のウィンドシールド１８の内部
に取り付けられている状態を例示している。図示されているのは、交通停止灯火（信号機
）１３をモニターするのに好適なように上向きの角度で取り付けられたセンサー１１ａと
、同じレーンで直ぐ前方に接近している車のテールライト１５をモニターするのに好適な
ように下向きの角度で取り付けられたセンサー１１ｂである。センサー１１ａの上向き角
度とセンサー１１ｂの下向き角度とは、センサーの色認識能力や、停止灯火１３及びテー
ルライト１５をモニターするための所望の距離などによって定められる。
【００２１】
　同じレーンで直ぐ前方に接近している車のテールライト１５は、接近車両が存在してい
ることを後続の車両に警報するためにモニターされ、同様に接近車両がブレーキモードに
入ったときもモニターされる。後続車両の運転者は、赤のブレーキライトが点灯したとき
に警報され、同様にテールライトがブレーキモードであることを示しかつその輝きが増大
したときにも警報される。図示してはいないが、夜間、霧の中、悪天候などの状況下で、
本発明によるスキャナ／センサー、マイクロプロセッサ及びディスプレイは、夜間暗視装
置あるいは他の微弱光センサーなどの赤外線装置や他のセンサー手段を用いることができ
るように設計され、プログラムされることができ、同様に緊急フラッシュ光をモニターし
たり反応したりするように設計され、プログラムされることができる。
【００２２】
　図４は、交通停止灯火１３と、同じレーンで直ぐ前方に連続して接近している車両１８
との相対的な位置関係を図示している。本発明に従い、センサー１１ａは、視界、取り付
け強度、交通停止灯火１３をモニターするための所望の距離内でテールライト１５に反応
しないような鉛直方向角度というパラメータで位置決めされることになる。同様に、セン
サー１１ｂも、直ぐ前方の車両の停止灯火をモニターするための所望の距離内で同じレー
ンの交通停止灯火１３に反応しないように設計され位置決めされる。
【００２３】
　図５は、交通停止灯火１３の色が、緑、黄、赤へと変化する順序を表している。フォト
ダイオードセンサー１１ａは、黄色と赤を光－周波数変換器で認識し、インジケータ１４
ａと１４ｂとを好適に点灯させる信号を生成する光－周波数変換特性を有するように設計
される。交通信号１３が緑から黄色に変化すると、インジケータ１４ｂが点灯し、交通信
号１３が黄色から赤に変化すると、インジケータ１４ａが点灯する。この際、インジケー
タ１４ｂは所望によりスイッチオフの状態にするか、あるいは時間が遅れて点灯するよう
にしてもよい。交通信号１３が赤から緑に変化するときはセンサー１１ａはインジケータ
を点灯させる反応はせず、インジケータ１４ａ，１４ｂはもはや点灯しない。
【００２４】
　図示してはいないが、本発明の１つの実施態様として、センサー１１ａが緑だけを認識
するように設計し、本発明の電子装置を、緑が検出されないときだけ運転者に警報するよ
うに設計することもできる。この場合、運転者は黄色又は赤のいずれかの信号が点灯して
いるときだけ警報され、それに反応できることになる。この例は本発明の構成の一部を変
更することになり、すなわち、ディスプレイ１４は黄色信号のためのインジケータ１４ｂ
を含まないことになる。
【００２５】
　他の実施例において、本発明による装置のスキャナ／センサー、マイクロプロセッサ及
びディスプレイは、夜間暗視装置あるいは他の微弱光センサーなどの赤外線装置や他のセ
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ンサー手段を用いることができるように設計され、プログラムされることができ、同様に
緊急フラッシュ光をモニターしたり反応したりするように設計され、プログラムされるこ
とができる。
【００２６】
　図６は、本発明に基づく電子回路及び装置１６を表す機能的ブロック図である。レンズ
２０は交通信号１３を受けるためのセンサー１１ａの一部であり、レンズ２１はテールラ
イト１５を受けるためのセンサー１１ｂの一部であり、それぞれにフォトダイオードアレ
イ２２，２３と、色検出器２４，２５とが配置されている。電子式色検出器２４，２５の
出力信号は、カラー式光－周波数変換器２６へと供給される。一方、生成された電子周波
数は、マイクロプロセッサ又は制御器２７へと供給される。従来技術で知られているよう
に、かかるマイクロプロセッサ２７は多数の機能を制御するための電子装置を包含し、集
積回路として設計されるか、あるいは類似のデータ解析デバイスとして設計される。
【００２７】
　本発明によれば、マイクロプロセッサ２７はカラー式光－周波数変換器２６内で生成さ
れる周波数を受け取り、協働するディスプレイインジケータ１４ａ，１４ｂ及び／又は１
４ｃを点灯させ、さらにスピーカ１４ｄを活性化させるための適当な信号を伝達するよう
に応答する。適当な電力源とアース線も図示されている。装置を作動させるためのデータ
は、車載の記録器１７へと送られ、記録器１７は所望により選択されたデータを車外の受
信機へとワイヤレス伝達するための図示された機能を有することができる。
【００２８】
　図７は、選択されたデータをワイヤレス伝送しかつかかるデータを車外の受信機、例え
ば手動操作の受信機兼プリンターで受信させる方法を示している。図示した本発明による
電子回路及び装置１６は、記録器１７と手動操作の受信機兼プリンター３０を包含してい
る。図示するように、受信機兼プリンター３０と車載の記録器１７は、ワイヤレス方式に
すると同様に、直接的なプラグイン接続にすることもできる。
【００２９】
　図示してはいないが、ワイヤレス受信機は、安全規則をモニターするための法的規制車
両などの他の車両に搭載することもできる。これは法的規制車両に特別な電子装置を搭載
する必要があると同様に受信機を必要とする。さらにグローバルポジショニングシステム
（global positioning system ）を含めれば、車載の伝達装置は、車両の位置情報を放送
できるように修正することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　本発明は、車両の停止信号の状態と同じレーンで直ぐ前方に接近している車両のテール
ライトの状態との両方をモニターし、あらかじめ設定された基準と手順に従い、許容でき
ないような異常が生じたときに、ディスプレイ表示したり、あるいはかかる状態を運転者
に伝達したり警報したりするための装置と方法を提供する。ディスプレイの表示が一部無
効になったり中断したような場合には、聴覚的な信号を用いて車の運転者に警報を発する
こともできる。車の外にいる受信者に向けて、選択された情報をワイヤレス伝達するため
の装置も提供される。本発明は、衝突防止、交通制御、事故原因の特定、一般的な管理及
び安全などに広く利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明による車両内のディスプレイを表す斜視図。
【図２】本発明によるセンサーをバックミラー後部に取り付けた状態の斜視図。
【図３】図２に示したセンサーの位置決め状態を表す縦断面図。
【図４】信号機と接近する車との位置関係を例示する正面図。
【図５】代表的な交通信号の色の変化の順序を表す正面図。
【図６】本発明に基づく電子回路を機能的に表現したブロック図。
【図７】受信機兼プリンターで情報をワイヤレス受信する概略ブロック図。



(9) JP 2008-524698 A 2008.7.10

10

【符号の説明】
【００３２】
　１０　ディスプレイ配置
　１１，１１ａ，１１ｂ　色検出手段
　１３　信号機
　１４ａ～１４ｄ　警報デバイス
　１５　テールライト
　１６　電子制御装置
　１７　記録器
　２７　マイクロプロセッサ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】
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